
朝
鮮
動
乱
の
勃
発
を
契
機
と
し
て
、
米
国
経
済
は
国
防
盗
済
へ
移
行
せ
ら
れ
、
国
防
動
員
総
本
部
人
D
e
f
e
ロ
の
e
 
M
O
b
i
－
i
邑
i
O
n
 
 

バ
ト
ン
・
プ
オ
●
プ
ロ
ダ
 
詠
m
i
n
i
s
t
琵
i
O
n
）
及
び
国
防
鎮
座
本
部
（
D
2
ぎ
等
2
邑
u
註
O
n
出
○
鼠
）
が
設
逢
せ
ら
れ
軍
備
大
拡
張
計
画
即
ち
『
生
産
戦
 
ク
シ
冒
ン
 
 

争
』
が
開
始
せ
ら
れ
た
。
 
 

そ
の
後
の
韓
移
を
見
る
に
軍
籍
生
産
は
鰐
輿
的
増
大
を
示
し
て
小
る
。
竺
図
聖
九
ぎ
○
年
以
降
に
於
け
る
総
生
産
蓋
に
対
す
る
 

軍
需
生
産
愚
の
剖
倉
な
示
し
て
小
藩
。
わ
ィ
ル
ソ
ン
国
防
動
員
総
本
部
長
唐
は
山
九
五
脚
年
度
報
告
書
に
ぬ
て
『
一
九
五
一
年
慶
虹
於
 
 

け
る
兵
器
の
建
造
及
び
引
赦
し
席
は
言
月
二
．
〇
億
ド
ル
に
優
し
〓
竿
前
の
約
三
罷
と
な
つ
て
い
る
。
…
：
㌧
：
・
朝
鮮
動
乱
勃
発
後
に
於
 

塞
国
国
防
経
済
の
甥
段
陀
 
 

二
九
 
 

ク
 
 

一
欝
常
生
産
の
増
大
せ
民
鰐
生
産
の
抑
制
 
 

二
靂
還
姦
の
増
大
と
財
政
政
貸
 
 

≡
欝
銀
物
価
の
上
昇
と
窪
済
安
定
政
飴
 
 

四
 
他
界
轟
済
へ
の
膠
撃
 
 

叫
 
軍
需
生
産
の
檜
大
と
民
需
生
産
の
抑
制
 
 

？
米
国
国
防
経
）
済
∵
の
－
現
段
階
 
 

ヨ
 
 

楷
 
 
村
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ス
既
に
依
る
と
『
民
需
生
産
は
一
九
五
〇
年
番
一
・
四
半
期
．
に
対
し
 
 

て
完
五
・
二
年
同
期
は
五
。
忍
下
に
削
讐
㌔
攣
㌻
軸
半
新
 
札
 

更
に
縮
小
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
』
、
と
言
つ
て
い
る
。
 
 
 

叉
－
；
－
ズ
、
ウ
ィ
ー
ク
誌
ほ
『
自
動
畢
生
屈
ほ
一
＝
九
五
一
年
第
 
 

＼
 
 

†
・
四
半
期
〟
六
〇
万
合
に
対
し
、
一
九
五
二
年
同
期
は
九
三
万
台
 
 

へ
 
（
筍
三
国
参
席
）
テ
レ
ゲ
イ
ジ
・
ヨ
ン
生
産
は
一
九
五
〇
年
第
一
・
 
 
 

四
半
期
二
．
二
〇
万
台
、
山
九
五
－
年
間
朝
一
恵
○
万
台
に
対
し
て
一
 

九
革
二
年
同
期
は
五
五
万
台
乃
至
八
〇
方
台
に
激
滅
す
る
』
と
富
つ
 
 

第  一   図  

“As19520penS，We face 翠period  

during which the burden of the  

defense progr■am W主11increase  

greatly｝’This chart shows ratio of  

de辱nse totota10utput：   

欝
〓
十
五
巻
 
第
ふ
尊
 
 

I950  19引  1q52  

Cさtender‰rs  ヽ  

三
〇
 
 

け
る
我
国
の
軍
備
拡
張
は
相
互
安
全
保
障
協
定
に
基
く
外
国
へ
の
 
 

武
器
援
助
を
ノ
含
め
て
約
二
百
億
ド
ル
に
達
し
て
い
る
』
と
述
べ
て
 
 

詳
1
 
 

い
る
。
 
 
 

然
し
な
が
ら
最
初
の
『
バ
ク
も
大
砲
も
』
の
ス
P
－
ガ
ン
ほ
失
 
 

敗
に
帰
し
軍
需
生
産
が
拡
充
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
程
戌
常
生
産
ほ
副
 
 

減
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
。
第
二
図
に
示
す
如
く
第
〓
次
大
戦
中
に
於
け
 
 

る
軍
需
生
産
と
民
需
生
産
の
鋏
状
的
傾
向
は
朝
鮮
動
乱
と
共
に
再
 
 

現
し
、
ま
す
ま
す
拡
大
化
し
っ
ゝ
あ
る
。
三
ヨ
ー
ク
、
タ
イ
ム
 
 

第  二  図  

“An expanding economy has paid※珊  

richdivideふdsirihelpipg us assume  
the new b11r・dens of wor1d r・eSpOnSibi－  

1ity．沖This chart shows trendoftotal  

production：   
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す
ま
す
耐
久
消
費
財
に
対
す
る
原
料
割
当
の
削
減
も
き
び
し
く
な
 
 

る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

本
年
度
第
一
・
四
半
期
に
対
す
る
賞
薮
原
料
の
割
合
を
一
九
五
 
 

〇
年
同
靭
に
比
較
し
て
見
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
 
 

鋼
 
 
鉄
 
ト
∴
六
●
六
 
 

億
ポ
 
 

第  ≡  囲 

AUT¢p的中眠T10牌‡㌻椚朋酬㈹  聡
国
国
防
経
済
の
環
段
階
 
 
 

8
 
 

Å
V
 
 
 
 
▲
々
 
 
 
 
ウ
ー
 
 

山
 
九
五
．
〇
等
 
 

質
一
・
四
半
期
 
 

百
万
ト
ン
 
 

ー：二  
．  

向I句 何滴   
九   九  

二八 二八  
‰彪；㍉％彪  

一
九
・
四
 
 

億
ポ
 
 

一
九
五
二
年
 
 

第
仙
・
四
半
期
 
 

百
方
ト
ン
 
 

手  

向向 向l勾  
玉四四五  
入二 ・一九  
鬼；免； 鬼；鬼；  

、－－ lqSトー∴＝ 」l朝詑  
●Esti恥bd  

課
3
 
 

て
い
る
○
 
 
 

テ
ジ
オ
及
び
テ
レ
ゲ
ィ
汐
ヨ
ソ
、
′
個
動
畢
、
家
庭
用
u
用
等
民
雫
耐
久
 
 

消
費
財
の
生
産
抑
劇
の
傾
向
を
、
国
表
忙
示
せ
ば
第
四
囲
町
好
く
で
あ
 
√
 
 

？
」
 
 

る
。
 
 

キ
・
ヾ
テ
リ
ア
心
 
 
 

他
方
軍
常
盤
産
に
於
予
産
科
特
に
盛
儀
金
属
で
あ
る
鋼
儀
、
銅
、
 
 

ア
ル
ミ
の
不
足
に
億
り
計
画
通
り
払
充
挙
れ
得
な
ぃ
状
態
に
あ
る
ヶ
 
 

上
れ
に
対
し
て
上
院
側
に
於
て
ほ
『
民
需
生
産
が
多
過
る
』
と
の
批
 
 

難
（
ミ
t
O
O
m
u
C
ビ
b
u
t
t
e
㌔
、
c
甘
や
毒
e
盟
が
多
い
。
ノ
従
っ
て
今
後
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▲
．
血
．
ノ
 
 

第  四  欝  

〃丼※※Civilian※※※ O11tplユt Ⅵrillhave  

tobecuれailed敦琴※becauseof〔secul－  
rity〕priority for・Certain：metals・け  

Thisi＄the consumer・－・gOOds record  
alld tIle forecast：  
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〓
 
軍
事
費
の
檜
大
と
財
政
政
策
 
 

∴
月
〓
十
一
口
∵
ト
ル
マ
ン
大
統
領
は
議
会
に
恒
例
の
予
箪
教
軍
を
送
り
 
 

未
年
七
月
一
日
に
始
ま
瓢
一
九
五
三
年
会
計
年
度
の
歳
出
計
画
に
塞
く
寛
 
 

出
漁
額
を
八
五
四
倍
ド
ル
阜
発
表
し
た
。
こ
れ
を
今
年
度
及
び
昨
年
度
の
 
 

予
算
と
比
較
す
る
と
筍
五
閃
の
如
く
で
あ
る
。
 
 
 

．
 
 更

正
二
九
四
〇
年
以
降
濫
於
け
を
歳
出
歳
入
の
関
係
を
見
る
に
解
六
図
 
 

堅
不
す
如
く
筒
二
次
大
戦
中
は
勉
大
な
潜
入
不
足
を
示
し
て
い
る
が
÷
の
 
 

傾
向
は
一
九
五
二
年
度
に
再
現
し
て
い
る
。
 
 

菖
万
ポ
ソ
ド
 
 

百
方
ポ
シ
ド
 
 九

六
ニ
 

ア
．
ル
ミ
四
七
六
・
六
謡
耶
議
○
。
○
由
緒
闊
相
∞
醐
 
 

葡
一
月
九
日
マ
レ
／
シ
ュ
 
マ
ン
国
防
生
産
本
部
長
官
は
、
上
下
間
院
軍
備
委
員
会
に
於
い
て
『
本
年
四
月
か
ら
大
部
分
の
家
庭
用
品
の
 
 

生
産
は
朝
鮮
動
乱
前
の
水
準
の
四
〇
％
に
削
減
せ
ら
れ
、
住
宅
の
新
規
建
築
ほ
約
二
三
％
減
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
鼠
本
年
上
半
期
紅
 
 

計
劫
草
生
産
は
少
く
と
も
更
に
七
％
、
新
規
鉄
道
車
輌
の
生
産
数
ほ
山
四
％
縮
小
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
』
と
述
べ
て
い
る
。
 
 

註
l
 
㌢
f
e
n
s
e
M
O
b
i
－
i
N
m
亘
R
e
p
O
r
t
、
t
O
P
蒜
S
i
d
①
阜
b
y
A
旨
u
r
l
√
○
－
s
e
n
こ
a
n
．
㌘
－
冨
追
 
 
 

9
 
望
e
宅
ぺ
O
r
k
 
T
i
m
e
s
－
D
e
c
◆
－
グ
ー
¢
巴
 
 
 

3
一
望
e
竜
S
」
司
e
e
k
）
 
D
e
c
．
芝
｝
－
父
ご
 
 
 

4
．
／
 
宅
e
竜
S
宅
e
e
村
V
 
D
e
c
●
－
○
〉
－
①
ご
 
 

第
二
十
五
巻
 
第
山
号
 
 

第 、五  図  

qAdequatetaxationis essentialboth  

toassurea、soundfiscalpo畠ition and  

to maintain economic stability．”This  

○    虫○    ■○   （lO 、．80  100  

拍細野d心血・b   
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（
一
二
光
％
）
維
海
神
修
費
一
二
山
億
ド
ル
（
二
四
％
）
人
件
費
二
〇
億
ド
ル
（
二
一
％
）
土
地
建
物
費
三
五
倍
ド
、
ル
（
七
％
）
研
究
 
 

調
査
勝
二
四
億
ド
ル
 
（
三
％
）
で
あ
る
。
 
 

こ
れ
を
象
す
る
に
歳
出
掩
離
の
六
〇
％
が
軍
事
費
、
薮
に
そ
の
約
四
〇
解
が
兵
器
畢
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
滝
予
塔
竺
匹
五
 
 

ほ
新
課
税
又
ほ
国
債
に
依
つ
て
賄
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
（
第
入
園
参
照
）
 
 
 

こ
れ
忙
対
す
る
歳
山
総
領
は
八
五
四
億
ド
ル
で
、
そ
の
内
訳
は
軍
啓
費
五
∵
二
倍
ド
 
 

ル
（
六
′
○
％
）
対
外
援
助
庸
二
〇
八
倍
ド
ん
、
（
一
三
％
）
国
内
非
軍
事
費
一
二
九
億
ド
 
 

ル
（
仙
五
％
）
が
主
な
る
項
 

軍
事
轡
五
一
二
億
ド
ル
の
内
訳
は
、
第
十
図
の
示
す
如
く
、
兵
解
像
二
〇
〇
億
ド
ル
 
 

第  六  周   

肇
国
国
防
経
済
の
現
段
階
 
 
 

硯
三
〇
八
倍
ド
ル
 
（
三
六
％
）
蹄
人
 
 

税
二
七
三
億
ド
ル
 
（
三
±
％
）
関
税
 
 

収
入
三
四
倍
ド
ル
 
（
四
％
）
消
費
税
 
 

九
四
倍
ド
ル
 
（
∵
ヅ
％
）
 
で
、
歳
入
 
 

不
足
新
二
四
五
倍
芋
ル
 
（
山
七
％
）
 
 

侍
「
九
四
〇
年
以
降
に
於
け
る
国
民
所
梅
と
国
境
と
の
関
係
を
見
る
に
額
七
図
に
 
 

示
す
如
く
、
⊥
九
貯
四
年
よ
り
∵
「
九
五
〇
年
ま
で
は
国
偵
の
′
方
が
国
民
所
得
を
上
甲
 
 

っ
て
い
た
が
、
一
九
四
九
年
後
の
国
民
所
得
の
急
激
な
上
昇
に
依
り
頭
轟
わ
と
こ
ろ
 
 

国
民
所
得
ノ
以
下
で
あ
る
。
 
 
 

ヤ
九
五
言
年
度
予
覚
申
歳
入
絶
嶽
は
七
〇
九
倍
ド
ル
で
、
そ
の
内
訳
は
個
人
所
得
 
 

囲  第  七  

In♭l】1ions oナ dollars  

醐射場如瑚用＝り机町隼外勤農禁  
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第  十  図  第  八  田  

第
二
十
五
巻
 
第
副
署
 
 

蕗汲巨ヰ鮎．考β肌脚  TOmエー参引い2β兄いON  

こ
の
下
ル
マ
ン
大
統
領
の
比
較
的
放
洩
な
財
政
改
質
に
対
し
て
国
内
に
聾
者
 
 

両
論
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
す
る
冤
済
評
論
象
ジ
ョ
セ
フ
、
A
、
ロ
フ
ク
ス
民
の
 
 

註
ユ
 
 

所
論
を
見
る
に
次
の
如
く
で
あ
る
。
 
 

倍
ド
ル
の
歳
入
不
足
を
示
し
て
い
る
絹
状
で
あ
る
。
 
 

セ
ン
教
授
で
、
次
の
如
く
論
 
 

じ
て
い
る
。
 
 

一
、
改
廃
の
内
債
は
個
人
の
 
 
 

債
涛
又
は
尊
堂
の
借
入
金
 
 
 

と
は
本
質
的
に
典
り
、
債
 
 
 

務
と
呼
ぶ
べ
き
性
質
の
も
 
 

を
直
に
国
民
偶
々
に
割
当
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
に
起
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

こ
の
経
費
は
駆
出
せ
し
め
て
支
払
わ
る
1
も
の
で
あ
る
が
、
国
民
へ
の
免
租
 
 

割
合
の
方
法
の
決
忠
が
将
来
に
の
ば
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
 
 

〝   

の
で
は
な
い
。
即
ち
国
家
 
第
 
 

が
戦
争
又
は
恐
慌
等
質
意
 
 

署
態
に
処
す
る
為
に
個
人
 
 

が
為
し
褐
ず
叉
そ
の
経
費
 
 

賛
成
論
の
代
表
翫
な
も
の
ほ
ハ
 
 

図  

ー
ヴ
フ
ー
ド
大
学
ブ
ル
ヴ
ィ
ン
、
m
比
、
ハ
ン
 
 

ro掬巨朗5一．点別乙川削  

三
四
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三
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
英
国
略
国
民
所
属
の
約
二
倍
の
国
嬢
を
有
し
・
て
い
た
が
、
十
丸
せ
紀
を
通
じ
て
歴
史
上
未
曾
有
の
繁
栄
時
代
 
 
 

を
学
費
し
た
。
 
 

こ
れ
に
対
し
で
米
国
の
層
偵
根
来
年
度
に
於
て
も
国
民
所
得
の
二
億
に
な
る
可
能
性
ほ
全
然
な
い
。
硯
癖
迄
ほ
一
九
四
六
年
度
に
於
 
 

て
「
五
〇
％
に
な
つ
た
だ
け
で
、
▲
山
九
五
山
年
以
降
ほ
国
民
所
緒
の
方
が
上
回
つ
て
い
る
。
 
 

＼
 
 

三
．
支
出
は
公
的
私
的
を
問
わ
ず
社
会
の
他
の
各
子
の
所
得
と
な
る
も
の
セ
、
庶
出
と
所
得
は
同
一
物
の
両
面
で
あ
る
。
 

こ
れ
に
対
す
か
強
力
な
反
対
論
の
代
表
的
な
も
の
は
ブ
ル
ヤ
ク
キ
ン
グ
ズ
、
イ
ン
ス
チ
チ
ユ
シ
ョ
ン
の
（
ロ
ル
ド
、
H
、
ム
ル
ト
ン
 
 
 

氏
の
意
見
で
あ
る
。
 
 

て
政
府
は
或
る
場
合
に
於
て
は
国
債
の
利
子
及
び
そ
の
他
の
債
務
を
女
払
う
為
に
充
分
な
歳
入
を
確
保
出
盛
な
い
場
合
も
あ
り
得
 
 
 

る
。
冥
際
問
題
と
し
て
従
来
政
府
は
深
刻
な
財
政
危
捷
に
さ
ら
さ
れ
て
来
た
こ
と
が
あ
る
。
歴
史
附
葛
英
が
証
明
す
る
如
く
、
す
べ
 
 
 

て
の
場
合
徴
税
と
国
縫
針
子
の
支
払
は
計
∵
経
済
桟
棉
に
於
け
る
金
野
の
痩
受
で
国
債
間
題
を
解
決
す
る
方
法
で
ほ
な
い
。
 
 

二
、
国
低
は
完
済
す
る
必
寮
は
な
い
が
、
容
易
笹
処
理
し
得
る
範
囲
即
ち
歳
入
で
賄
い
う
る
範
囲
に
限
癒
す
ぺ
き
で
あ
る
。
将
来
困
難
 
 
 

及
る
事
態
に
備
え
出
来
る
だ
け
塾
麗
し
て
お
5
」
と
が
常
道
で
あ
り
健
全
な
財
政
政
賛
で
あ
る
。
 
 

三
、
歳
出
と
協
入
は
同
蒜
の
両
面
で
あ
る
と
言
う
見
解
は
誤
つ
ぺ
い
る
。
頻
出
は
あ
く
迄
儲
出
で
国
民
に
と
＼
つ
て
は
所
得
に
な
る
が
 
 
 

国
庵
に
と
つ
で
ほ
支
出
で
あ
る
。
 

四
、
政
府
の
発
出
ば
す
べ
て
靡
入
増
加
の
淑
に
な
る
と
音
う
議
絡
も
誤
り
で
あ
る
。
資
本
的
支
出
は
将
来
歳
入
せ
増
加
さ
せ
か
が
滋
苺
 
 
 

螢
の
大
部
分
は
顔
入
増
加
の
基
礎
に
な
ら
な
い
。
 
 

琵
1
 
雷
名
B
i
粥
a
寄
t
百
官
D
e
b
t
C
a
n
・
戸
S
・
官
。
n
。
冒
y
S
百
n
d
こ
。
S
e
p
F
A
・
ど
ぎ
㌣
芽
竜
ぎ
r
河
T
i
m
e
Ⅷ
こ
ぎ
・
当
∴
忘
畠
 
 

寒
国
国
防
荘
済
の
甥
殿
陀
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「
梵
銀
、
物
価
安
定
政
策
 
 

∴
竺
琴
生
産
の
拡
充
 
民
需
生
産
の
抑
制
、
Y
原
料
不
卑
の
深
刻
化
は
物
価
の
弟
騰
、
と
生
計
費
の
上
昇
を
も
た
ら
し
た
。
 
 
 

朝
鮮
動
乱
後
に
於
け
る
生
計
費
上
昇
の
趨
勢
を
労
働
統
計
局
消
費
者
物
価
指
数
に
依
つ
て
偽
る
に
食
費
一
五
％
張
、
衣
服
藤
二
三
％
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
註
 

1
 
 

象
光
一
六
％
強
、
豪
産
用
品
費
サ
四
％
弱
、
全
項
目
平
均
山
一
％
弱
で
あ
る
。
 
 
 

生
計
費
の
昂
騰
は
質
銀
引
上
乗
衷
と
な
る
こ
と
は
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
朝
鮮
動
乱
後
に
於
け
る
主
賓
歯
糞
部
門
の
労
働
者
平
均
箆
 
 

銀
の
上
昇
率
は
鋼
鉄
部
門
山
一
∴
九
％
、
日
勤
寧
部
門
一
〇
、
⊥
％
、
石
涙
部
門
九
、
九
％
で
あ
る
。
 
 
 

こ
ゝ
に
於
て
政
府
は
物
価
と
賃
銭
の
安
定
を
図
る
為
恕
済
安
定
掩
容
部
（
E
c
O
n
O
邑
c
 
S
t
a
b
i
－
i
N
a
t
i
O
n
 
A
d
…
m
n
i
s
t
ぺ
a
貫
首
）
を
設
 
 

け
そ
の
内
部
に
物
価
安
定
局
（
呵
旨
e
菅
a
b
i
－
i
N
a
t
i
O
ロ
皆
a
a
）
と
貸
銀
安
定
局
（
W
a
顎
S
琵
b
i
－
i
註
t
i
O
ロ
哲
a
已
）
を
設
置
し
．
、
 
 

】
九
義
一
年
一
月
二
十
六
日
物
価
と
貸
銀
の
凍
結
を
行
つ
た
。
 
 

二
、
鋼
鉄
貸
銀
争
議
 
 
 

貸
銀
凍
結
時
に
於
て
、
一
時
間
当
平
均
饗
銀
は
鋼
鉄
労
働
者
ほ
一
、
六
七
ド
ル
よ
り
一
、
八
二
ド
ル
ヘ
、
石
敦
労
働
薯
ほ
二
、
〇
二
 
 

ゼ
ル
ょ
り
二
、
二
二
ド
ル
ヘ
、
自
動
革
労
働
葱
正
二
、
七
七
ド
ル
よ
り
】
、
九
孟
ド
ル
へ
夫
々
引
上
ら
れ
た
。
こ
れ
を
一
時
間
当
貸
銀
 
 

増
加
額
隠
し
て
み
る
に
鋼
鉄
労
働
者
〓
ハ
セ
ン
ト
、
扇
動
革
労
働
潜
二
五
セ
．
ン
ト
、
．
石
炭
労
働
者
二
九
セ
ン
ト
で
∵
鋼
鉄
労
働
者
が
最
 
 

註
2
 
 

低
と
な
つ
て
い
る
。
 
 

従
つ
七
昨
年
末
来
C
・
王
・
0
系
の
金
氷
製
鋼
労
働
組
合
は
褒
銀
夢
窯
局
制
定
の
方
式
に
依
る
少
額
の
贋
上
ほ
不
満
で
あ
る
と
し
て
 
 

（
十
Y
」
時
間
当
一
入
」
鼠
セ
ン
ト
の
値
上
襲
求
 
（
二
）
土
曜
日
略
財
務
に
対
す
る
割
増
給
 

第
二
十
置
巻
∵
第
十
号
 
 

三
 
寛
銀
物
慣
の
上
昇
と
経
済
安
定
政
策
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襲
求
を
続
け
、
年
末
ス
…
イ
キ
を
計
画
し
た
。
芳
し
ス
ト
∴
ラ
イ
芸
人
れ
ば
鋼
鉄
坐
産
最
（
迎
撃
言
方
ト
ン
）
の
九
五
％
が
減
産
 
 

さ
れ
る
あ
け
′
で
あ
る
。
ト
ル
マ
ン
大
統
領
は
直
冨
銀
安
定
局
を
し
＜
経
営
者
側
と
組
合
側
の
意
見
の
根
本
的
相
違
を
調
教
す
る
醸
に
 
 

命
じ
た
。
 
 

霞
評
論
㌔
り
H
・
ラ
．
宝
蒜
．
は
二
各
章
、
…
－
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
に
間
者
の
音
見
を
対
比
し
て
次
の
興
賢
る
一
 
 

文
を
寄
せ
て
い
る
。
 
 

絶
食
側
は
鋼
鉄
労
働
者
の
平
均
週
給
ほ
七
由
・
九
六
ド
ル
で
、
そ
の
六
〇
％
以
上
の
も
の
・
ほ
労
働
省
に
依
つ
て
必
粟
と
考
え
ら
れ
て
い
 
 

働
省
所
定
の
喋
準
生
計
蟹
に
於
て
も
三
人
豪
族
を
例
と
す
れ
ゼ
、
週
七
ド
ル
超
過
し
て
い
 
 

る
こ
と
を
主
喝
し
て
い
る
。
 
 
 

六
二
）
生
 
産
 
率
 
 

苛
国
国
防
荘
済
の
現
摂
帽
 
 

る
四
人
象
族
の
適
正
な
る
生
計
費
七
九
、
 
 

範．十 一 図  
（
≠
一
）
質
鋭
七
物
価
 
 

四
大
ド
ル
以
下
の
餐
括
を
し
て
い
る
こ
と
及
び
悪
銭
を
引
上
て
せ
鋼
鉄
個
格
さ
え
引
上
な
け
 
 

れ
ば
イ
ン
フ
レ
助
長
に
な
ら
ぬ
点
を
主
張
し
て
い
る
。
（
第
十
一
国
参
照
）
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
経
営
者
側
は
鋼
鉄
蟹
銀
の
引
上
ほ
仝
経
済
転
於
け
る
賃
銀
と
物
価
 
 

の
悪
循
惣
を
惹
超
し
、
悪
性
イ
ン
フ
レ
 
 

忙
な
牒
危
険
が
多
分
忙
あ
る
こ
と
、
叉
 
 

鋼
鉄
貸
銀
は
第
十
二
図
堅
不
耳
邦
く
一
 
 

九
三
九
年
以
降
の
小
売
物
価
指
数
の
上
 
 

昇
以
上
に
引
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
、
且
労
 
 

第 十 二 田  
lふ0  

ほ0  

80  

劇  
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ヽ  

染 十 義 盛  
間
に
於
け
る
生
産
力
の
上
昇
率
は
副
七
％
で
あ
る
が
、
時
間
当
平
均
賃
銀
は
」
〇
三
％
で
 
 

‥
あ
る
と
論
じ
て
い
驚
（
第
十
四
図
参
偲
）
 
 

こ
れ
に
対
し
て
経
営
潜
側
は
鋼
鉄
巣
の
利
潤
は
少
く
且
減
少
し
っ
ゝ
あ
り
、
一
九
五
〇
 
 

年
度
に
於
い
て
新
設
工
場
及
卿
設
に
対
す
る
技
監
約
四
〇
億
ド
ル
を
除
け
ば
、
四
十
茸
主
 
 

簸 十 三 図  

第
二
十
五
巻
 
第
二
暑
 
 

く
し
て
梵
銀
の
引
上
ほ
可
能
で
あ
る
。
即
ち
 
 

第
十
茸
図
に
示
す
如
く
最
近
五
ケ
年
間
に
於
 
 

け
る
税
込
み
利
潤
の
上
昇
率
ほ
三
九
四
％
で
 
 

税
引
後
の
利
潤
の
上
昇
率
で
さ
え
山
田
〇
％
 
 

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
 
 

（
三
）
利
 
潤
 
 

組
合
側
は
鋼
鉄
尭
の
利
潤
は
魅
大
な
も
の
で
、
 
 

こ
れ
に
対
し
て
経
営
者
側
は
鋼
鉄
貿
銀
 
 

は
、
過
去
十
年
問
に
於
い
て
「
人
当
生
産
 
 

蜃
の
上
昇
率
に
対
し
て
六
倍
も
上
つ
て
い
 
 

る
。
即
ち
脚
九
四
一
年
よ
り
山
九
五
一
年
 
 

三
八
 

ト
組
合
側
は
第
十
三
図
に
示
す
如
く
山
九
四
年
八
月
よ
り
㌦
九
五
山
年
六
月
に
到
る
間
 
 

の
労
働
者
十
人
〟
時
間
当
生
産
恵
は
一
二
、
入
％
増
加
し
て
い
る
の
に
実
質
窯
銀
ほ
六
、
 
 

六
％
し
か
上
つ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
 
 

謀卜十 四 囲  
価
格
引
上
や
配
当
削
減
を
行
う
こ
と
な
 
 

2ざ  

告¢  

雪g  

tO  

S  

O  

偽′C‘如frノ5e  
，  二  

鱒堅壁卜′  

あ⑳  

．＿⊥  3¢  

′ pRO飢忙TIVI一丁  

′ ＼  

岬4l  lq4b′旬丁 旬8  ○
 
 

q
 
 

旬
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こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
経
噂
増
の
八
〇
％
即
ち
五
倍
ご
千
五
百
方
ド
ル
が
聯
邦
漁
人
 
 

税
と
し
て
政
府
に
納
む
べ
き
耕
を
食
込
む
で
あ
ろ
う
。
然
し
て
こ
れ
が
他
産
業
区
政
 
＼
 
 

及
す
れ
ば
、
傭
人
所
持
税
の
増
収
四
十
倍
ド
ル
な
差
引
い
て
も
聯
邦
法
人
税
は
首
十
 
 

1
僚
ド
ル
の
減
収
と
な
る
と
主
張
し
て
い
＼
る
。
（
第
十
七
図
参
照
）
 

元
来
鋼
鉄
貸
銀
ほ
主
賓
産
業
の
基
準
鼠
銀
 
（
宅
a
g
e
p
a
t
t
e
旨
）
で
あ
り
、
こ
れ
 
 

寮
鹿
東
部
竹
中
も
±
十
七
位
で
あ
る
。
 

の
低
い
利
潤
も
増
加
す
る
税
金
の
為
減
少
し
つ
ゝ
あ
り
、
昨
年
潜
初
の
九
サ
月
間
紅
於
い
て
販
売
ほ
二
五
％
増
加
し
て
い
る
の
に
利
潤
 
 

濾
エ
○
％
減
少
し
て
い
る
点
を
強
調
ん
て
い
る
。
 

（
四
）
租
 
 
税
 
 

／
 
 

が
蟹
上
ほ
他
部
門
に
影
響
す
る
の
は
勿
論
の
こ
と
、
必
然
的
に
製
品
価
格
の
引
上
と
な
り
↓
ま
す
ま
す
イ
ン
フ
レ
左
感
化
サ
る
素
因
を
 
 

醸
成
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
上
の
鋼
鉄
箕
銀
を
め
ぐ
る
争
論
ほ
貨
銀
安
定
局
の
六
人
特
別
委
員
会
の
十
四
日
問
の
審
試
を
終
え
、
 
 

第 十六 図  

1」．．．．．」．■．．」．－」－．」  

米
国
国
防
経
済
の
親
授
陀
 
 
 

El叩！ムyeざ Cor野ー中之  

Taxや Wa豆es Rev州¢  

粗
食
側
ほ
潰
し
鋼
鉄
貸
銀
を
引
上
れ
ば
他
の
選
集
部
門
に
も
波
及
し
、
こ
れ
が
為
聯
 
 

邦
潜
人
偏
は
百
十
億
ド
ル
減
少
す
る
で
あ
ろ
ぅ
と
言
う
凝
営
薯
例
の
説
は
、
何
等
根
拠
 
 

が
な
い
と
言
つ
て
い
る
。
．
過
去
の
疲
験
は
賃
銀
が
引
上
ら
れ
て
も
聯
邦
汝
人
儲
が
減
少
 
 

す
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
二
九
五
山
年
と
を
比
較
し
て
蟹
銀
は
二
倍
と
な
つ
て
い
る
 
 

が
法
人
税
は
八
億
と
な
つ
エ
い
る
。
（
第
十
大
岡
参
照
）
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
経
営
薯
側
は
、
芳
 
 

し
政
府
が
肇
銀
引
上
を
認
め
る
様
な
 
 

第 十 七 図  

㌍
 
卸
 
が
 
矩
 
 

i
S
 
和
 
 ら  

Reveリ¢  

ifra椅e  

is g仏れt頭  
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第
二
ヤ
義
巻
 
夢
一
骨
 
 

四
〇
 
 

註
4
 
 

日
下
、
ネ
ザ
ン
∴
P
・
フ
ァ
イ
ン
シ
ン
ガ
貸
銀
定
定
局
長
の
許
に
賂
出
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
組
合
側
は
讃
し
薯
銀
引
上
要
求
 
 

が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
≡
竺
十
言
訂
し
て
ス
ト
ラ
イ
ク
に
入
る
旨
声
明
を
発
表
し
て
い
・
攣
慧
嘉
側
も
至
が
姦
さ
れ
 
 

れ
ば
貸
上
山
セ
ン
ト
当
り
に
対
し
て
一
ト
ン
五
十
セ
ン
ト
の
価
格
引
上
を
襲
求
し
て
い
る
。
 
 

三
、
貿
銀
物
価
安
定
政
策
転
封
す
る
彗
判
 
 
 

若
し
鋼
鉄
労
働
者
の
質
上
寮
求
を
認
め
．
る
な
ら
ば
、
貸
銀
安
定
局
の
統
朝
方
式
を
破
壊
す
る
こ
と
七
な
り
、
従
っ
て
そ
の
基
礎
で
あ
 
 

竃
国
防
生
産
法
（
D
e
f
e
n
s
e
P
ぺ
O
d
u
c
t
i
O
n
A
c
t
｝
の
存
廃
が
問
題
と
な
つ
て
い
る
。
 
 
 

ト
ル
マ
γ
大
統
領
は
本
年
二
月
国
会
に
対
し
、
国
防
生
産
汝
を
吏
竺
盲
年
継
続
せ
し
め
 

力
な
魔
鴎
を
与
え
ら
れ
ん
こ
と
を
要
求
し
た
。
大
統
宙
は
東
町
全
国
的
イ
ン
フ
レ
′
の
諸
要
因
が
米
国
経
済
に
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
 
 

特
匠
所
樽
の
増
大
、
消
費
財
 

然
し
裟
著
聞
に
於
て
は
班
在
公
定
価
格
以
下
で
取
引
せ
ら
れ
て
い
る
商
品
、
例
え
ば
尊
宅
、
木
綿
品
、
皮
革
、
獣
帖
等
に
関
し
て
は
 
 

公
定
価
格
を
廃
止
す
べ
し
と
す
る
説
が
相
当
強
く
主
肇
せ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

ミ
ッ
チ
よ
ル
・
Ⅴ
。
デ
ィ
サ
ー
ル
物
価
せ
党
逼
長
は
、
こ
れ
ほ
一
博
的
現
象
で
今
後
六
ケ
打
開
に
国
昭
生
産
が
硝
化
さ
れ
れ
ば
イ
ン
 
 

6
 

討
 

こ
れ
ら
の
政
府
の
経
輩
安
定
政
策
に
対
し
て
ほ
‥
各
方
面
よ
り
強
い
反
対
論
が
あ
る
が
1
、
そ
の
代
襲
閏
な
も
の
は
ニ
ュ
ー
ズ
。
ウ
ィ
 
 

註
7
 
 

土
名
望
月
十
五
日
骨
に
発
表
せ
ら
れ
た
ヘ
シ
ワ
ト
。
ヘ
ス
ワ
ッ
ト
氏
の
意
見
で
あ
る
。
 
 

『
国
会
が
国
防
生
産
法
を
あ
と
二
年
延
長
し
た
り
・
∵
…
大
統
領
に
嫁
が
襲
親
し
て
い
る
大
帖
な
砥
限
を
附
与
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
 
 
 

え
る
も
め
ほ
稚
も
い
な
い
り
多
分
規
府
又
は
梢
緩
和
さ
れ
た
物
価
貸
銀
統
制
漁
が
あ
と
一
年
継
続
さ
れ
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。
 
 

∴
真
の
イ
㌧
ン
フ
レ
の
根
本
的
原
周
波
適
億
と
借
用
の
膨
腋
笹
あ
る
の
．
†
あ
る
∵
し
の
こ
と
ほ
構
貫
カ
を
増
加
せ
し
め
、
貨
幣
価
値
を
引
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ノ
、
I
 
 
 

下
げ
、
物
価
を
昇
騰
せ
し
め
る
り
か
っ
て
仙
庶
で
も
ト
ル
マ
ン
大
瀧
領
の
教
書
は
こ
の
最
も
蜜
襲
な
贋
困
に
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
つ
た
 
 

ス
ト
ロ
ン
グ
・
プ
ラ
イ
ス
・
コ
ン
守
口
ー
ル
 
 
 

で
ぁ
ろ
う
か
。
彼
は
イ
ン
フ
レ
討
究
と
し
て
、
「
張
力
な
る
紛
価
統
制
｝
の
み
を
述
べ
、
聯
邦
準
備
銀
行
の
通
貨
政
策
に
は
一
言
も
 
 
 

鎗
及
℃
て
い
な
い
。
彼
は
イ
ン
フ
レ
は
物
潜
の
供
給
不
足
に
伐
つ
て
起
る
と
論
じ
、
て
い
る
が
J
こ
れ
ほ
矛
盾
し
て
 

準
備
局
の
数
字
に
依
る
と
工
菜
食
魔
指
数
は
叫
九
ヨ
九
年
山
〇
九
、
J
山
九
五
〇
争
六
月
一
九
九
に
対
し
て
一
九
五
二
年
一
月
ほ
二
一
 
 

八
を
示
め
し
て
い
る
。
t
か
も
彼
の
官
を
借
り
て
亨
え
ぼ
山
九
五
〇
年
六
月
よ
り
一
九
五
叫
ノ
年
一
月
迄
に
劫
売
物
価
指
数
ほ
一
七
％
 
 
 

小
売
物
価
指
数
ほ
八
％
上
昇
し
て
い
か
。
し
し
か
し
こ
れ
は
決
し
て
物
資
の
不
足
が
あ
つ
た
為
で
は
な
い
。
し
か
ら
ば
物
価
の
上
昇
は
 
 
 

何
に
依
つ
て
起
る
か
。
大
統
領
は
そ
れ
は
消
鰭
普
及
共
著
の
『
買
漁
り
』
（
b
u
y
i
n
g
昔
話
2
）
で
あ
る
と
雷
っ
て
い
る
。
し
か
し
彼
 
 

は
せ
の
買
掛
の
金
が
何
処
か
ら
来
る
と
思
う
の
だ
ろ
う
か
。
彼
は
却
薫
物
価
指
数
が
壱
％
上
つ
た
時
に
銀
行
の
貸
出
し
が
で
七
％
 
 

増
加
し
、
小
売
物
価
指
数
が
八
％
上
つ
た
時
に
銀
行
預
金
が
八
％
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
知
つ
て
い
た
だ
ろ
う
か
』
 

以
上
紆
如
く
ハ
ズ
ワ
ッ
ト
氏
は
経
済
安
定
政
策
を
物
価
頗
銀
統
制
に
依
ら
ず
金
融
の
収
縮
政
策
に
伐
る
べ
き
こ
七
を
主
張
し
、
現
凄
の
 
 

W
。
牒
。
毘
尋
a
驚
ぎ
b
i
ご
邑
i
O
n
B
O
a
已
 

去
れ
を
襲
す
る
に
米
国
法
濱
の
現
段
階
は
軍
需
銀
座
の
増
大
、
民
需
生
届
の
抑
制
、
生
計
欄
、
物
鳳
の
昇
給
、
賃
戯
の
引
上
等
一
連
の
 
 

イ
ツ
ァ
レ
的
様
相
を
浮
彫
し
っ
ゝ
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
 
 

詮
」
 
宅
m
竜
豆
O
r
k
 
T
i
ヨ
e
S
、
ロ
e
c
●
－
の
〉
－
器
－
 
 

3
 
望
e
≦
、
艮
d
r
k
 
T
i
B
e
S
－
ロ
e
c
．
冨
．
－
聖
霊
∵
 
 

3
 
只
e
y
 
l
s
s
u
e
s
 
i
n
t
b
仲
S
紆
e
－
〔
a
s
e
一
b
y
 
A
，
嵩
●
R
a
∽
k
i
n
－
2
e
毛
d
O
り
k
 
T
i
m
e
s
｝
F
e
b
．
－
『
．
－
¢
諾
 
 
 

4
 
S
t
e
2
＝
s
s
u
e
s
宅
e
a
巧
S
F
O
宅
d
O
宅
n
い
A
H
㌻
d
仁
S
t
r
珂
A
w
思
t
s
O
u
t
c
O
m
e
－
2
e
宅
め
宅
e
e
k
〉
句
e
b
●
誤
〉
－
芸
岨
 
 

5
 
S
訂
e
【
オ
S
t
r
i
k
e
 
D
a
t
e
－
2
e
宅
S
≦
1
e
e
k
リ
 
リ
白
a
r
．
ひ
）
－
器
岨
 
 
 

帝
国
国
防
経
済
の
甥
鷲
昭
 
 

四
山
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四
〓
 
 
 

療
二
十
五
巻
、
第
小
暑
 
 

6
 
宅
a
g
？
勺
r
i
c
の
C
O
n
t
r
O
－
s
 
F
発
e
 
E
已
e
n
s
l
O
n
T
e
s
t
）
b
y
C
冨
ユ
e
∽
E
。
同
g
a
n
－
宅
の
宅
■
O
r
k
 
T
i
m
2
S
〉
F
e
b
・
－
q
｝
－
冨
山
 
 

7
 
守
i
c
？
C
O
n
t
r
O
I
 
F
O
i
－
i
e
s
 
O
f
－
¢
諾
－
b
y
一
H
e
m
r
y
 
H
a
N
≡
t
∵
2
e
w
s
宅
e
e
k
－
F
e
b
・
誤
V
－
冨
虻
 
 

田
 
世
界
経
済
へ
の
影
響
 

朝
鮮
動
乱
の
巻
起
し
た
旋
風
は
再
革
備
の
遊
行
と
と
も
に
そ
の
影
響
を
世
界
経
済
の
各
方
面
阻
及
ぼ
し
′
っ
ゝ
あ
る
。
塙
に
世
界
盛
洛
 
 

■
 
 

の
中
心
を
な
し
て
い
る
米
国
経
済
の
動
向
ほ
直
接
他
の
自
由
諸
国
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
ほ
勿
論
で
あ
る
。
 
 
 

奏
国
は
 

七
億
八
千
ポ
ン
ド
で
あ
つ
た
か
ら
、
約
倍
加
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
仏
国
に
於
て
は
再
軍
備
費
ほ
二
兆
ブ
ラ
ン
と
雑
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

帝
王
次
大
戦
後
疲
弊
し
て
い
か
せ
界
経
済
に
、
米
国
の
驚
く
べ
き
国
防
費
の
外
に
こ
れ
だ
ゆ
の
金
額
に
相
賞
す
る
物
資
と
労
務
の
爾
 
 

第 十 八 田  

［亘亘亙ユ←  

要
が
新
に
加
わ
る
の
で
あ
る
か
ら
戦
略
物
資
の
争
奪
戦
が
起
り
、
世
界
物
価
水
 
 

準
が
昂
濁
す
る
の
ほ
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
 
 

二
原
料
の
せ
界
的
不
足
 
 
 

軍
備
拡
張
計
画
に
於
い
て
原
料
の
確
保
は
基
本
的
問
題
で
あ
る
。
米
国
ほ
過
 
 

姦
二
年
草
そ
の
彪
犬
な
鞘
眉
力
に
依
っ
て
戦
略
物
資
を
買
漁
つ
た
。
 
 
 

経
済
評
論
象
ミ
ッ
チ
ェ
ル
。
ム
・
ホ
フ
マ
ン
氏
は
『
米
国
は
そ
の
滋
大
な
生
産
 
 

力
の
為
に
せ
界
の
原
料
な
余
や
眉
換
り
過
な
と
言
う
恐
怖
が
欧
洲
に
あ
る
∵
・
 
 

…
…
チ
ャ
チ
ル
首
相
が
米
国
を
訪
問
し
た
の
は
原
料
問
題
で
財
政
問
題
で
は
な
 
 

註
1
 
 

い
（
呵
○
ベ
S
訂
e
－
u
 
n
O
け
的
○
－
d
）
』
と
喜
つ
て
い
る
。
錫
、
亜
鉛
、
鉛
、
ア
ル
ミ
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第 十和i、九 図   

正室壷コ  

柑適将  tq5l  

勝二十・｝」盟  

！＝享可  挙
国
国
防
意
済
の
硯
殿
帽
 
 

閃5l  lq4q  
115 

血愴  Ja汀  リt  

1トーーlつ5ロー嘲トー・・・・】q引－・・－・－－J  
＿．．．．．＿＿．1呈し＿．●l－・・・・－・－－・一 ヽ～l－－  ■  

忙
放
い
て
∵
九
四
九
年
及
†
九
五
」
年
度
転
於
け
る
せ
兎
仝
消
費
盈
に
対
す
る
 
 

米
国
消
費
魔
の
割
合
を
見
る
転
礪
十
入
国
乃
澄
碍
二
十
十
図
の
如
く
セ
あ
る
。
 
 

即
ち
錫
は
、
山
九
・
四
九
年
 
 

に
於
て
は
米
国
洛
懇
意
 
 

は
二
九
％
で
あ
つ
た
が
 
 

一
九
五
二
竿
に
は
三
七
 
 

％
に
増
加
し
て
お
り
、
 
 

鉛
も
六
三
％
よ
り
七
三
 
 

％
へ
、
ア
ル
ミ
は
三
七
 
 

％
よ
り
五
二
％
へ
、
亜
 

針
は
四
〇
％
よ
れ
四
甲
 
 

％
へ
増
加
し
て
い
る
。
 
 

一
九
定
一
年
初
靭
ぬ
於
け
る
戦
略
物
資
柊
得
の
困
乱
状
態
ほ
、
国
際
原
料
会
議
 
 

（
i
n
t
e
旨
a
昏
n
ロ
a
－
M
a
t
e
計
訂
C
。
n
f
e
蒜
n
C
e
）
及
そ
の
七
晶
段
別
委
員
会
 
 

忙
依
る
国
際
協
力
に
依
り
棉
改
善
せ
ら
れ
た
。
英
国
の
軍
需
省
は
亜
鉛
と
ニ
ッ
 
 

ケ
ル
を
除
い
て
は
、
輸
入
原
料
不
足
の
危
機
は
仙
応
切
ぬ
け
た
と
発
表
し
て
い
 
 

る
。
 
 

欧
洲
各
国
が
現
在
不
足
し
互
い
る
も
の
は
右
袈
と
鉄
で
あ
り
、
そ
の
結
晶
と
 
 

四
三
 
 
 

第 二 十  

lq名9  t95l  

ト＿lqSO－■ト  十‥lq引一三∴ニ三  
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ホ
ラ
マ
ン
氏
は
『
欧
洲
各
国
の
九
主
演
触
入
原
料
の
物
価
指
数
は
、
一
九
四
九
Ⅰ
五
〇
年
を
仙
0
0
と
し
て
」
九
畢
一
年
第
㌻
四
半
 
 

期
竺
〇
二
を
示
ゆ
し
て
い
る
』
と
雪
て
い
る
。
ハ
ー
グ
ァ
ト
ド
大
学
サ
ム
ナ
・
H
。
ス
リ
ク
ク
教
授
は
完
至
年
度
の
米
国
に
 
 

於
け
る
物
価
上
昇
Ⅵ
見
澄
し
て
と
し
て
／
消
繚
者
が
引
続
き
購
買
を
葺
蛙
え
る
な
ら
ば
滴
費
薯
物
価
指
数
の
上
昇
は
五
％
ど
ま
り
に
食
止
 
 

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
広
範
囲
な
貸
金
引
上
か
ら
消
費
支
出
が
薯
増
し
た
り
、
見
地
買
を
庵
て
た
り
す
る
場
合
は
物
価
打
騰
勢
 
 

ほ
大
い
に
強
く
な
る
だ
ち
う
と
述
べ
て
い
る
。
 
 

辞
T
 
R
a
宅
m
a
t
e
r
i
a
－
s
S
t
i
H
a
屠
P
r
。
訂
眉
b
y
牒
c
F
a
e
宗
・
謬
f
f
m
a
n
壱
e
竜
㌻
k
T
i
莞
S
こ
a
n
芦
－
①
諾
 
 
 

9
 
A
R
e
p
O
已
i
s
s
u
2
d
b
y
t
訂
O
f
f
i
c
e
O
f
E
u
r
O
p
e
a
獣
E
c
旨
O
m
l
c
C
O
O
p
e
r
賢
O
n
∵
老
e
毒
血
宅
e
e
k
｝
謬
c
．
－
○
こ
芸
－
 
 
 

第
二
十
五
巻
 
第
山
号
 
 

四
四
 
 

し
て
鋼
鉄
不
足
に
悩
ん
で
い
る
。
英
国
の
鋼
鉄
生
産
量
は
一
九
五
〇
年
二
ハ
三
九
二
、
0
0
0
ト
ン
に
対
し
、
仙
九
宕
二
年
ほ
∵
五
、
 
 

六
三
八
、
0
0
0
ト
ン
に
過
ぎ
．
な
い
。
仏
国
は
脚
九
五
山
年
の
鋼
鉄
生
産
盈
は
一
九
五
〇
年
よ
り
も
ノ
一
、
0
0
0
、
0
0
0
ト
ン
増
加
を
 
 

示
し
て
い
る
が
、
コ
ー
ク
ス
不
足
の
為
そ
れ
以
上
の
増
産
は
困
難
で
あ
る
。
 
 

二
、
世
界
物
価
水
準
の
轟
掩
 
 

護
2
 
 

朝
鮮
動
乱
後
に
於
け
る
各
国
に
於
け
る
物
価
水
準
の
上
昇
率
を
見
る
笹
次
の
如
く
で
あ
る
◎
 
 
 

国
 
 

米
 
 

一
一
二
 
 

英
 
 

国
 
 

ベ
 
ル
 
ギ
－
 
 

蘭
 
 

国
 
 

伊
 
 

ノ
 
ル
、
ウ
ェ
 
イ
 
 

フ
 

シ
 
ス
 
 

山
一
一
 
 

一
一
二
 
 

一
山
ニ
 
 

ー
二
ニ
 
 

ー
二
〇
 
 

一
二
二
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